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西
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『
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一

　

聞
題
の

所
在
　
『

観
無
量
寿
経
』

（

以
下
『

観
経
』

）

の

九

品
段
を
い

か

に

解
釈
す
る

か

と
い

う
こ

と

は
、

法
然
に

お
い

て

大
き

な

課
題
で

あ
っ

た
。

法
然
の

文
献
を

検
討
す
る

と
、

法
然
が

「

観
経
』

九

品
段
を
解
釈

す
る

中
で

、

最
終
約
に

説
き
示
し
た
こ

と
は

、

九
品
の

ど

の

機
類
の

人

で

あ
ろ

う
と

、

此

土
で

廻
心
し
て

定

散
二

善
を

廃
し

、

称
名
念
仏
一

行

を

修
す
べ

き
で

あ
る

こ

と

と
、

称
名
念
仏
の

教
え
に

帰
依
す
れ
ば

、

誰

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1

）

で

も
上
品

上

生
の

往
生
が

で

き
る

と
い

う
こ

と

で

あ
っ

た

と

言
え
る

。

法
然
門

下
の

う
ち

、

特
に

阿

弥
陀
仏

に

対
す
る

他
力
の

信
を
強
調

す
る

証
空

、

幸
西

、

隆

寛
、

親
鸞
等
の

諸
師
は

、

法
然
が

目
指
し

た
上
品
上

生

往
生
を

報
土

往
生
と

捉
え

、

こ

の

報
土

往
生
が
で

き
る
の

は
、

阿

弥

陀
仏
へ

の

信
が

確
立
し

た

行
者
に

限
る

と

し

た
。

そ

し
て

信
が

未

確
立

の

行
者
の

往
生
す
る

土
が

化
土

で

あ
り

、

こ

の

化
土

往
生
に
つ

い

て

説

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2）

か
れ

た

も
の

が

『

観
経
』

九

品
段
で

あ
る

と

し

た
。

そ

れ

で

は

法
然
門

下
の

う
ち

、

法
然
教
学
を
自
力
的
な
方
向
へ

展
開
し
た

と

評

価
さ

れ

て

い

る

諸
師
に
お

い

て

は
、

『

観
経
』

九

品
段
は

ど
の

よ

う
に

解

釈
さ
れ

て

い

た
の

だ

ろ

う
か

。

本
論
で

は
、

覚
明

房
長
西

を
取
り
上

げ
、

そ
の

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六
十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
六

年
三

月

『

観
経
』

九
品
段
解
釈
の

特
徴
に

つ

い

て

検
討
す
る

。

二

　
善
導
と
の

比

較
に

お
い

て

見
出
さ
れ
る

長

西
の

九
品
段
解
釈
の

特

色

　
『

観
経
疏
光
明

抄
』

（
以

下

『

光
明
抄
』

）

と
い

う
、

善

導
の

『

観
経

四

轄
疏
』

に
つ

い

て

の

大
部
の

釈
書
を
著
し

て
い

る
こ

と

か

ら
も

、

長

西
に

お

け
る

『

観
経
醺

九

品
段
解
釈
は

、

基

本
的
に

は
、

善
導
の

教
学

的
立

場
に

基
づ

き
な

が

ら

示
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

と

言
え
る

。

長
西
の

九

品
段
解
釈
の

特
色
の

う
ち

、

善
導
に

基
づ

い

て

示
さ

れ
た

も
の

と

し

て

は
、

以

下
の

五
つ

の

点
を

挙
げ
る
こ

と
が

で

き

る
。

　
ま

ず
第
一

に

は
、

『

観

経
』

九

品
段
の

原
文
に

説
か

れ

る

通

り
、

九

品
の

機
類
が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

機
に

相
応
し
た
九
品
の

瀞
土
に

往
生
す
る

と

す
る

立

場
を
示
し

て

い

る

点
で

あ
る

。

期
ち

長
西
は

、

上
品
上

生

の

機
類
は

上

品
上
生
の

浄
土

往
生
を

、

下

品
下

生
の

機
類
は

下

品
下
生

の

浄
土

往
生
を
す
る

と

見
て
い

る
。

第
二

は
、

こ

れ

ら
九

品
の

機
類
の

此

土

に

お

け
る

在

り
方
に
つ

い

て
、

信
と

行
い

の

二

方
蘊
か
ら
見
て

い

る

点
で

あ
る

。

第
三

は
、

信
に
つ

い

て
は

『

観
経
』

上
晶
上
生
段
浙
説
の

三

心
（
至
誠
心
・

深
心
・

回
向
発
願
心）

を
、

九

品
の

行
者
が

必

ず
具
さ

一

〇

九

一
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覚
明
房
長

西
に
お

け
る

『

観
無
量

寿
経
』

九

品
段
の

解
釈
（
那
　
須
）

　
　
　

　
　
　

　
　

（
3

）

ね
ば
な
ら
な
い

も
の

と
し

、

こ

の

三

心
に
浅

深
や

勝

劣
は

な
い

と

し
て

　
　
　

　

（

4）

い

る

点
で

あ

る
。

則
ち

長
西

は
、

信

心
の

程
度
に
よ

っ

て

九
品
の

機
類

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

5）

を
分
け
る
こ

と
は

な
い

と
い

う
立

場

を
取
る

。

第
四

は
、

九
驫
の

行
者

の

此
土

に

お

け
る

行
業
に

つ

い

て
、

九
品
段
に

説
か

れ

て
い

る

通
り
の

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

6）

差
異
が

あ

り、

そ
こ

に

は

浅
深
や

勝

劣
が
あ

り
、

こ

れ

ら
の

違
い

に
よ

り
、

浄

土

往
生

の

在
り
方
に

つ

い

て

九
晶
の

差

異
が

生

ず
る

と

見
て

い

　
　
　

（

7
）

る

点
で

あ
る

。

最
後
に

、

こ

れ

ら
九

品
段
に

説
か

れ

る

行
業
に
つ

い

て
、

念
仏
と
諸
行
と
い

う
観
点
か

ら

見
て
い

っ

た

場
合

、

長
西
に

お
い

て

は
、

上

三

品
と

中
三

品
に

説
か
れ

る

の

が

諸
行

、

下
三

品

に

説
か

れ

る
の

が

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
8）

念
仏
と

認
識
し

て

い

る

と
い

う
こ

と

に

な
る

が
、

こ

れ

も
善
導
の

立

場

を

ほ

ぼ

継
承
し

た

も
の

で

あ
る

と

言

え
よ

う
。

　
以

上

の

よ

う
な

長
西
の

立

場
は

、

ほ

ぼ

善
導
の

解
釈
に

基
づ

い

て
、

自
己
の

教
学
的
立

場
を
示
し

た

も
の

と

言
え
る

。

だ

が

長
西
の

九

品
段

解
釈
に

は
、

善
導
の

所

説
と

明
ら

か

に

異
な
る

点
も

見
ら
れ

る
。

以

丁
、

こ

の

点
に

つ

い

て

述
べ

る
Q

　

ま
ず
第
一

点
目
と

し
て

は
、

九
品
の

階
位
に
つ

い

て
、

上

品
、

下

品
、

中
聶
と
い

う
順

序
の

価
値
判
断
を
し

て

い

る

点
が
挙
げ
ら
れ
る

。

則
ち

長

西
に

依
れ

ば
、

中
品
三

段
は

小

乗
の

行
を

説
い

た

も
の

で

あ
る

の

で
、

浄
土
に

お

け
る

証
果
も
小
乗
の

解
釈
に

拠
る

も
の

で

あ
る

の

に

対

し
、

下
品
三

段
は

、

大

乗
仏
教
に
よ

る

救
済
過
程
を

説
い

た

も
の

で

あ

る
の

で
、

浄
土

に

お

け
る

証
果
も
大
乗
の

解
釈
に

基
づ

く
も
の

で

あ
る

。

そ
れ

故
に

、

下
品
三

段

は
上

贔
三

段
の

次
に

位
置
す
べ

き

も
の

で

あ

一
一

〇

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
9
）

り
、

中
品
三

段
は

、

下
品
黒

段
よ

り
も
下

に

位
置
す
る

と

見
て

い

る
。

　
ま

た

『

観

経
』

上

品
上

生

段
で

は
、

浄
土

往
生

後
の

「

華

合
の

障

（
10
）

り
」

に

つ

い

て

は

説
か

れ

て

お
ら

ず
、

善
導
も
こ

の

点
に
つ

い

て
、

『

散

善
義
』

に

「

従
生

彼
国

已

下

正

明
金

台
到

彼
更
無

華
合
之

障
」

（
真
宗

聖
教
全
書
一

−
五

四
四
）

と

述
べ

て

い

る

に

も

拘
わ

ら

ず
、

長
西

は

「

華

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
U＞

合
の

障
り

」

が

説
か

れ

て

い

る

と

見
て

い

る

点
も
注
意
さ

れ

る
。

三

　
法
然
と

の

比

較
に

お
い

て

見
出
さ
れ

る
、

長
西
の

九
品
段
解
釈
の

特
色
　
長
藪
の

門

観
経
』

九

品
段
解
釈
を

、

法
然
の

そ

れ

と
比

較
す
る

と
、

次
の

よ

う
な

特
色
が

見
ら
れ

る
。

　

ま
ず

第
一

に
、

冒
頭
に

も
述
べ

た

よ

う
に

、

法
然
は

、

九

品
の

ど

の

機
類
の

人
で

あ
ろ

う
と

、

此
土
で

廻
心
し

て

称
名
念
仏
の

教
え

に

帰
依

す
れ
ば

、

誰
で

も
上

品
上

生

段
に

説
か

れ

る

往
生

が

で

き
る

と

説
い

て

い

た
。

だ

が
、

上

記
二

に
お
い

て

も
述
べ

た

よ

う
に

、

長

西
は

善
導
教

学
に

基
づ

い

て
、

九

品
の

機
類
が

そ
れ

ぞ
れ

の

機
に

相
応
し

た

九

品

の

浄
土
に

柱
生

す
る

と
い

う
立

場
を
示
し
て

い

る
。

こ

の

点
に

お
い

て

爾

者
の

立

場
は

明
ら

か

に

異
な
っ

て

い

る
。

ま
た

第
二

に
、

法
然

は

『

観

経
馳

九
品
段
の

す
べ

て

に

念
仏
と

諸
行
が

説
か

れ

て
い

る

と

見
て

い

た

飽
上

記
二

に

示
し

た

よ

う
に

・

長
西
は

・

上
三

品
と

中
三

品
に

説
か

れ

る

の

が

諸
行

、

下
三

品
に

説
か

れ

る
の

が

念
仏
と
い

う
認
識
を
し

て

い

る
。

第
三

に
、

法
然
は

九

品
段
に

説
か

れ

る

念
仏
と
諸

行
と
の

関
係

に
つ

い

て
、

諸
行
を
廃
し

て
、

念
仏
一

行
を
立
て

る

と
い

う
廃
立
義
に

臨
己
の

教
学
的
立
場
の

中
心
を

儼
い

て
い

た
が

、

長
爾
は

、

諸

行
す
べ

一 638 一
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（
13
）

て

を

往
生

行
と

し
て

認
め

る

傍
正

義
に

中

心
を

置
い

て

い

る
。

第
四

に
、

以

上

の

よ

う
な
長
西
の

九

品
段
理
解
か
ら
す
れ
ば

、

上

品
上

生
の

往
生
は

、

念
仏

以

外
の

諸
行
を

修
す
る

こ

と

に
よ

り
成

就
す
る

の

で

あ

り
、

下

三

品
の

機
類
の

た

め

に

説
か

れ

て

い

る

念
仏
に

よ
っ

て

は

上

晶

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

14）

上
生

往
生

は

果
た

せ

な
い

と
い

う
こ

と

に

な
り

、

こ

れ

も
長
西
に

お
け

る

教
学
的
特
色
と

言
え
る

。

以
上

の

よ

う
な
点
が
注
意
さ

れ

る
。

餌
　
法
然
門
下
諸
師
と
の

比
較
に

お
い

て

見
出
さ
れ
る

、

長
西
の

九

品

段
解
釈
の

特
色

　
法
然
門
下
の

う
ち

、

特
に

阿
弥
陀
仏
に

対
す
る

他
力

の

信
を

強
調
す
る

上

記
の

よ

う
な
諸
師
と

、

長
西
の

立

場
と

を

姥

較
す

る

と
、

次
の

よ

う
な
特
色
が
見
出
さ
れ
る

。

　
ま

ず
上

記
二

で

も
述
べ

た

よ

う
に

、

長
西
は

『

観
経
』

上

品
上

生

段

に

お
い

て
「

華
合
の

障
り

」

が

説
か

れ

て
い

る

と

す
る

立
場
を

示
し

た
。

さ

ら

に

九

品
段
の

う
ち
華
合
が

説
か
れ

て

い

な
い

も
う
一

つ

の

段
で

あ

る

『

観
経
』

中
品
下
生
段
に
つ

い

て

も
、

華
合
が
説
か

れ

て

い

る

と

す

　

　
　
　
　

　
　

（

15）

る

立

場
を

示
し
て
い

る
。

つ

ま
り
長

西
は

『

観
経
鰍

九
晶
段
の

す
べ

て

に

「

華
合
の

障

り
」

が

説
か

れ

て
い

る

と

す
る

立

場
を

示
し
て

い

る

と

い

う
こ

と
に

な

る
。

こ

の

う
ち
中
下

段
に
つ

い

て

は
、

甫
後
の

段
に

お

い

て

華
合
が

説
か

れ

て

い

る
こ

と
、

そ

し

て

本
段
に
「

生

経
七

B
」

（

真

聖
全
一

−
六

三
）

と

あ

り
、

善
導
も

こ

の

点
を

捉
え
て
、

華
合
が

説
か

れ

て

い

る

と

見
て

い

る

こ

と

か
ら

、

そ
こ

に

華
合
を
読
み

取
る
こ

と

は

自
然
な
こ

と

で

あ
ろ

う
。

だ

が
上
晶
上

生

段
に
つ

い

て

は
、

上

記
の

よ

う
に

善
導
も

『

散
善
義
』

の

中
で

華
合
の

瞭
り
は

な
い

と

す
る

立

場
を

覚
明
房
長
西
に
お

け
る

咽

観
無
量

寿
経
』

九

品
段
の

解
釈
（

那
　
須）

示
し

て

い

る
の

で
、

こ

の

段
に

対
す
る

長
西
の

立

場
は

注
意
さ

れ

る
。

則
ち

、

冒
頭
に

も
述
べ

た

よ

う
に

、

法
然

門
下
の

う
ち

、

特
に

阿
弥
陀

仏
に

対
す
る

他
力
の

信
を

強
調
す
る

諸
師
は

、

他
力
の

信
が

未
確
立
の

行
者
の

狸
生

す
る

土

は

化
土

で

あ
り

、

こ

の

化
土

往
生
に
つ

い

て

説
か

れ
た

も
の

が
『

観
経
隔

九

品
段
で

あ
る

と
し

た
。

こ

の

立

場
に

立
つ

な

ら
ば

、

少
な
く
と

も
論
理
的
に

は
、

こ

れ

ら

諸

師
も
九

品
段
す
べ

て

に

お
い

て

華
合
の

障
り
が
説
か

れ

て
い

る
と

す
る

立

場
、

即
ち

上

上

段
に

も
華
合
の

障
り
が

説
か

れ

て

い

る

と

い

う
立

場
に

立
っ

て

い

る

と
い

う

こ

と

に

な

る
。

躍
ち

、

両

者
は

九
品
段
す
べ

て

に

華
合
の

障
り
が

説
か

れ

て
い

る
と

見
る

点
に
お
い

て
、

同
じ

立
場
に

立
っ

て

い

る
と

雷
え
る

。

　

次
に

上

記
二

で

も
述
べ

た
よ

う
に

、

長

西
は

、

九
品
段
の

う
ち

、

上

品
段
と

下
品
段
を
大

乗
の

救
い

を
示
し

た

も
の

で

あ
る

と

見
、

中
贔

段

を
小

乗
の

救
い

を

示
し

た

も
の

で

あ

る

と

見
て

い

る
。

従
っ

て
、

長

西

に

お
い

て

は
、

灣
弥
陀
仏
に

対
す
る

信
を

強
調
す
る

門
下
諸
師
が

示

し

て

い

た
よ

う
な

、

行
者
が

真
実
の

浄
土

に

徃
生

し

た

直
後

、

平
等
に

到

達
で

き
る

菩
薩
の

階

位
に
つ

い

て

は

説
き

示
さ

れ

て

い

な
い

と
い

う
こ

と
が

言
え
る

。

こ

の

点
に

は

両
者
の

立

場
の

違
い

を

見
出
す
こ

と

が
で

き
る

。

　
さ

ら
に

も

う
一

点
、

注
意
さ
れ
る
の

は
、

他
力
の

信
を
強
調
す
る

法

然
門
下
諸

師
は

、

『

観
経
』

九
品

段
に
つ

い

て

論
じ
る

際
、

報
土
・

化

土

と
い

う
視
点
か

ら

捉
え
て

い

た
。

だ

が

現
存
す
る

長
西
の

文
献
を

検

討
す
る

と
、

長

西
に

お
い

て

「

報
土
」

「

化
土
」

と
い

う
用
語
は
一

箇

一
一
一
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覚
明

房
長
西
に

お

け
る

『

観
無
量

寿
経
』

九

品
段
の

解
釈
（

那
　
須
）

所
も
用
い

ら

れ

て

い

な
い

。

門

下
の

阿
弥
陀

房
が

、

『

光

明
抄
』

に

お

い

て
、

通

論
家
の

教

学
に
つ

い

て

説
明
す
る

際
に

用
い

て

い

る

箇
所
が

　
　
　

　
　

（
16）

あ
る
の

み

で

あ

る
。

こ

の

違
い

に

も

注
目

し

て

お

き
た
い

。

五

　
長
西
に

お

け
る

「

観
経
』

九

品
段
解
釈
の

背
景
　
以
上

、

長
西
の

九

品
段
解
釈
に

つ

い

て
、

善
導

、

法
然
、

法
然
門
下

諸
師
の

解
釈
と

比

較
し
つ

つ

検
討
し

た
。

本
節
で

は
、

長
西
に

お
い

て

上

記
の

よ

う
な

解

釈
が
展
開
さ

れ

る

背
景
に

つ

い

て

考
え

た
い

。

　

ま
ず
長
西
に

お
い

て

は
、

上

記
の

よ

う
に

、

法
然
が

展
開
し

た

独

自

の

九
品
段
解
釈
を
継
承
せ

ず
、

善
導
の

解
釈
に

基
づ

い

て

自

説
を

展
開

し
て

い

る
。

ま
た

『

観
経
』

三

心
解
釈
に

お

け
る

自
力
的

傾

向、

念
仏

と

諸
行
を
傍
正

義
で

捉
え
て

い

る

点
等
に

は
、

聖
道
教
的
な

展
開
も
読

み

取
れ

る
。

こ

の

傾
向
は

既
に

論
じ

た

よ

う
に

、

「

専
修
」

解
釈

等
に

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
17
）

も
見
ら
れ
る

も
の

で

あ

る
。

長
西
は

、

法
然
没
後、

覚
瑜

、

俊
茄
等
に

学
ん

だ

こ

と

が

伝
え

ら
れ
る

が
、

以

上

の

よ

う
な
解
釈
か

ら

は
、

聖

道

諸
宗
か
ら
の

法
然
浄
土
教
批

判
を
踏
ま
え
て

、

こ

れ

ら
の

諸
師
の

思

想

の

影
響
を
受
け
つ

つ
、

改
め

て

浄
土

教
学
を
再
構
築
し
よ

う
と

し

た

長

西
の

立
場
が

窺
わ

れ

る
。

　

ま

た

四
で

述
べ

た
、

上

品

上
生

段
に

お
い

て

「

華
合
の

障
り
」

を

読

み

取
っ

て

い

る

長
西
の

立

場
が

生
じ

る

背
景
と

し
て

は
、

九

品
段
す
べ

て

に

華
合
の

障
り
が

説

か

れ

て

い

る
と

す
る

、

上

記
の

よ

う
な

、

他
力

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
18）

の

信
を

強

調
す
る

法

然
門

下
諸

師
と

共
通

の

教

学
的

立

場

に

立
ち

つ

つ
、

し

か

も
自
分
は

、

九

品
段
に

説
か

れ

る

華
開
後
の

九

品
の

浄
土
こ

一
一

二

そ

が
、

浄
土

教
の

行
者
が

目
指
す
べ

き
真
実
の

浄
土
で

あ
る

と

い

う
こ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

19）

と
を

示
そ

う
と

し
た

と
い

う
見
方
が

で

き
る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　
さ

ら

に

長
西

に

お
い

て

は
、

念
仏

行
者
が

浄
土

往
生
の

直
後
に

平
等

に

到
達
で

き

る

菩
薩
の

階
位
や

、

報
土

化

土

説
に
つ

い

て

は

説
き

示
さ

れ
て

い

な
い

が
、

こ

れ

ら
の

点
に
つ

い

て

も
、

他
力
の

信
を

強
調
す
る

門
下

諸
師
と

、

浄
土

往
生
理

解
に

お
い

て
一

線
を

画
す
る

た

め

に

敢
て

説
き
示
さ
な

か
っ

た
と
い

う
こ

と

が

考
え

ら

れ

る

の

で

は

な
い

か
。

六

　
結
論

　
長
西
の

九
品

段
解
釈
で

は
、

念
仏
を

正

行
と

し
、

下
品
三

機
を
浄
土
教
の

本
意
と

す
る

点
に
お

い

て
、

法
然
浄
土

教
の

理

念
の

継

承
が

窺
え
る

。

だ

が

長
西
は

、

九
品
の

機
類

が

そ
れ

ぞ

れ

の

品
に

示
さ

れ

る

行
業
に

依
り

、

そ
れ

に

相
応
し
た

九
品
の

浄
土

に

往
生

す
る

と
い

う
立

場
を

示
す

。

こ

れ
は

法
然
よ

り
は

む

し

ろ

善
導
の

教
学
的
立

場
に

近
い

九

品
段
理

解
で

あ
る

。

ま
た
九

品
全

体
に

華

合
の

障
り
が

説
か

れ

て

い

る

と

見
て

い

る

点
、

浄
土

往
生
の

直
後
に

平

等
に

到
達
で

き
る

菩

薩
の

階
位
を

示
し
て

い

な
い

点
、

報
土

化
土

説
を

用
い

て

い

な
い

点
に

は
、

他
の

法
然
門

下

諸
師
の

教

学
的
立

場
を

意

識

し
て

、

自
己
の

教
学

の

独
自
性
を
打
ち

立
て

よ

う
と
し

た

長
西

の

立

場
が

窺
わ
れ
る

。

1
　
拙
稿
「

法
然

上

人

に

お

け
る

『

観
無
量

寿
経
』

九

品
段
の

解
釈
」

『

龍

　
谷
教

学
」

三
三
、

一

九

九
八

年
。

2
　
拙
稿
「

法
然
門

下
の

「

往
生
」

理

解
」

『

印
度
学

仏
教
学
研
究
』

五

八

　
ー
一

、

二

〇
〇

九

年
。

3
　
「

韋
提
厭
欣
心
分
斉
今
開
為
散
機
説
三

心
也
…

今
三

心
上
々

品
諸
行
中

一
　640一
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説
之

随
楽
惣
飆
往
生

安
心
故
至
下
々

品

称
念
令
通
之

麹
此
」

（

宗
学
研

究

　

会
「

金
沢

文
庫
所
蔵
観
経
疏
光
明
抄
散
四
の

本
文
と

解
説
」

（

以

下
略）
『

宗

　

学
研
究
』

（
以

下
『

宗

研
』

）

一

五

号

ー
一

〇
三

頁
（

以

下
「

号
」

「

頁
」

　

は

略
）

、

一

九
三

七

年）
。

「

随
機
顕
益
者
三

心
説
上
々

亘
九

品
意
也
」

（

『

宗

　

研
』

　一

四
ー

＝

五

五
、

一

九
三

七

年
）

。

4
　
「

又
就…．
一
輩
柱
生
三

心
有
浅
深
歟

。

答
不
可

有
。

有

引
業
音
浅
深
故
也

。

　

若
有
可
去
行
分

也
」

「

今
三

種
者

為
有
浅
深
如
何

。

答
爾
也

。

約
心

解

無

　

浅
深
…

約
行

相
可

有
浅
深
」

（
『

宗
研
』

　一

五

−
一

〇

四
、

一

〇

六
）

。

5
　
長

西
は

こ
の

三

心
に
つ

い

て
、

自
力
的
な

色
彩
の

強
い

解
釈
を
し

て

い

　

る
。

（

「

至

誠
心

薫
成
猛
利
心
也
」

（
『

宗
研
』

一

四

−
一

五

五
）

。

「

云

能
生

　

清
浄
願

往
生

心

即
聞
強
盛
」

（

『

宗
研
』

　一

五

−
九
九
）

等
。

6
　
〔

註
4

〕

の

『

光
明
抄
』

の

文
参
照

。

7
　
「

但
今
経

説
此
人

精
進

勇

猛
故
云
也

。

故
上

品
申

盤

釈

云
由

行
強

故

　

上
々

即
金

剛

台
由
行
劣
故
上

中
即
得
紫
金
台
」

（
「

宗
研
』

一

五

−

二

六
）

。

　
「

惣

案
九

品
来
遅
上
々

依
正
共
来
中
間
七

品
正

報
許
来

下
々

品
依
報
許

来

　

此
剿
機
分
勝
劣
也
」

（

エ
バ

ー
一

四

五
、

　一

九
董

八

年
）

。

8
　
「

下
輩
三

人

散
善
念
仏

也
」

（
『

宗
研
』

　一

五

−
一

〇

〇
）

、

「

念
仏

者
下

　

三

品
念

仏
也

。

・
：

上
六

品
諸
行
也
」

（

一

六

ー
一

五
五
）

。

「

下

品
上

生

念

　

仏
事
…

下

晶
中
生
念
仏
事
…

下

品
下
生
念
仏

事
…

」

（

一

六

　

＝一一
六
∀

。

9
　
「

又
上

下
釈
十
劫

等
事
者、

中
輩

考
小
乗
行
也

。

下

輩
暑…
大
乗

益
也

。

　

故
上

品
下

生

者
超

中
輩
次
下

品
上

生

也
。

此

意
上

下
釈
十
劫
也

。

下
輩

　

者

雖
過
悪
者

所
行
法

既
大
乗

法
也

。

往
生

巳

後
得
益
直

得
大
乗

益
也

。

　

故
可

隣
上

輩
也
」

ハ

『

宗
研
』

一

五

−
一
…

三
〉

「

偵
今
罪
悪
生

死

凡
央
等

　

者
明
下

輩
三

人
此
即
浄
土

教

本
意
」

（

『

宗
研
』

一

四

…
一

六
五
）

。

10
　
『

観
経
』

で

は
、

行
者
が

浄
土

の

世

界
に

至
っ

た

時
は

、

華
に

包
ま
れ

　

た

状
態
（

※

善
導
は

「

華
合
」

と

言

う）

で

あ
り
、

華
開
後

、

見
仏
聞
法

　

等
が

な
さ

れ

る

と

説
か
れ

て
い

る
。

華
合
の

間
は、

ま
だ

見
仏
聞
法

等

覚
明
房
長
西
に
お

け
る

『

観
無
量

寿
経
』

九

品
段
の

解
釈
（
那
　
須
∀

　
が

出
来
な
い

の

で
、

善
導
は

こ

の

こ

と

を

「

華
合
の

障
り

」

と

言
う

。

11
　
「

金
台
戮
彼
更
無
花
合
之

障
等
事

。

疑

云
蓮
花
化
生

之
習
闘
合
具
足

何

　
必

為
無

障
歟

。

笛
此

疑
意
花
習
開

合
具
足
故
以

合

何
口
ロ

ロ
ロ
疑
也

。

　

具
之
但
○

○

花

夜
合
昼

開
。

往
生

人

所
居
花
口
爾
有

障
。

称
口

口
開

今

　

故
云
見
仏

聞
法

故
花
合

為
障
也

。

又
若
無
花
合
者
十
一

門
中

花

開

遅
速

　

可

闕
之
歟

。

答
爾
也
花
開
遅
遠
従
多
分
也
』

（

『

宗
研
』

一

五

1
…
一

七
）

。

12
　
〔
註
1

〕

の

拙
稿
参
照

。

13
　
「

正
行
者
傍
正

邪
正

中
何
歟
答
傍
正

也
」

（

『

宗
研
』

　一

四

ー
一

七

八

〜

　
一

七
九
）

「

万
行
皆
為
戒
仏
因
為
往
麓
鶴
」

（

一

四

…
　

ガ

九
〉 ．、

聡

　
長

西
は

、

『

観
経
』

下

三

品
の

機
類
の

こ

と

を

「

浄
土
教
の

本
意
」

で

　

あ
る

と

は

述
べ

て

い

る
。

（
〔

註
9
〕

の

『

光
明
抄
』

の

第
二

文
参
照
）

15
　
「

疑
云

此
品
不
説
花

開
之
義
口
云

第
十
門
歟

。

答
爾
也

文
隠
顕

也
。

有

　

道
理
故
釈
也
」

　
（

雛
が

研
齢

　
一
亠

ハ

i
一

二

四
）

。

16
　
「

謂
致
往
生
留
難
事
隈
通
論
家
也

。

其
故
極
楽

判
報
土

機
分
利

凡
夫
故

　

不
可
生
極
楽
報
土

也
」

（

『

宗
研
』

　一

四

−
一

七

七
）

。

17
　
拙
稿
門

覚
明
虜
長
西

に

お

け
る

専
修
理

解
に
つ

い

て
扁

噸

宗
教
研

究
 

　
三

三

九
、

二

〇

〇
四

年
。

18
　
但
し
こ

れ

ら
の

諸
舗
が、

上
々

段
の

華

合
を

認
め
て

い

た
と

は

限
ら

な

　
い

。

例
え

ば

隆
寛
は

『

散
善
義
問
答
』

で

こ

れ

を
否
定
す
る

。

（

『

隆
寛
律

　

師
遺
文
集
』

六
六

頁
）

こ

の

様
な
教
学
的

矛
盾
は

、

門
下

諸
師
の

浄
土

教

　

学
構
築
の

申
で

、

あ
る

程
度
生
ぜ

ざ
る
を

得
な
か
っ

た

事
で

あ
ろ

う
。

19
　
だ

が

門
弟
の

阿
弥

陀

房
は

、

上
々

段
に

華
合
を

認
め

る

こ

と

を、

私
釈

　

で

香
定
し
て

い

る
。

（
『

宗
研
隔

一

翫

ー
一

二

〇、

　

＝
…
一
〉

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
長
西

、

法
然

、

法
然

門
下

、

『

観
無
量

寿
経
』

、

九

品
段

（

龍
谷
大
学
大
学
院
修
了
）

一

＝
二

一 641一
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